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Contents)

高いイオン伝導性とリチウムイオン輸率を両立する有機固体電解質となる、共有結
合性有機構造体(COF)の開発を目指した。本研究ではシート状リチウムイオン伝導
性COF膜を開発し、その特性評価を実施した。

実験
Experimental リチウムイオン伝導性COFの構造解析を行うため、NMR測定を実施した。

結果と考察
Results and Discussion

13C-固体NMR測定の結果、目的化合物に由来する特徴的なカルボニル炭素のピー
クが観測された。また、6Li-固体NMR測定の結果、Liに由来するシャープなスペク
トルを観測することができた。本測定結果とその他分析結果から、合成したCOFの
同定をすることができた。
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